
秋のうまいもんを満喫

学
校
花
壇
づ
く
り
を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
教
育
や
環

境
美
化
の
意
識
を
高
め
る
「
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
秋
花
壇
で
、
野
向
小
学
校
が
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
校
１
年
生
の
川
崎
亜
利
沙
さ
ん
が
考
え
た
「
ペ
ロ
ペ
ロ

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品
で
、

真
っ
赤
な
サ
ル
ビ
ア
や
白
と
青
の
フ
ァ
リ
ナ
セ
ア
な
ど
5
種

類
の
花
で
2
つ
の
渦
を
表
現
し
ま
し
た
。

花
壇
づ
く
り
は
、
種
ま
き
か
ら
肥
料
や
り
ま
で
児
童
全
員

で
春
か
ら
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
世
話
役
の
中
心
と
な
っ

た
さ
わ
や
か
委
員
会
の
竹
内
寛
斗
さ
ん
（
6
年
）、
竹
内
友

哉
さ
ん
（
4
年
）、
倉
田
香
緒
里
さ
ん
（
4
年
）、
宮
　
唯
さ

ん
（
3
年
）
の
4
人
は
、「
前
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
県
知

事
賞
で
、
今
回
は
も
っ
と
す
ご
い
賞
が
と
れ
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
毎
日
の
水
や
り
が
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ

ん
な
に
き
れ

い
に
咲
い
て

く
れ
た
の

で
、
こ
れ
か

ら
も
花
壇
づ

く
り
を
続
け

て
い
き
た
い

で
す
。」
と
、

笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し

た
。 野

向
小
学
校
が

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

子どもたちが
ハロウィンを体験
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最高賞の受賞に喜びいっぱいの野向小全児童

県
高
校
英
語
弁
論
大
会
優
勝
に
輝
く

西
　
　
佑
美
子
さ
ん
（
１７
）
＝
旭
町
2
＝

県
高
校
英
語
弁
論
大
会
が
１０
月
6

日
に
県
内
か
ら
１６
校
３８
人
が
出
場
し

て
行
わ
れ
、
勝
山
高
等
学
校
2
年
生

の
西
　
佑
美
子
さ
ん
が
日
韓
の
友
好

に
つ
い
て
弁
論
し
、
見
事
普
通
科
系

の
部
門
で
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
指

導
に
あ
た
っ
た
水
木
　
毅
先
生
は
、

「
原
稿
が
す
ば
ら
し
い
。
発
音
や
イ

ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
正
確
で
す
。
自

分
の
言
葉
で
伝
え
、
聞
く
者
に
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。」
と
評
価
。

西
さ
ん
は
韓
国
ブ
ー
ム
に
乗
り
、

韓
国
の
文
化
や
歴
史
に
興
味
を
持
ち

勉
強
し
て
い
く
内
に
、
日
本
と
韓
国

と
の
歴
史
認
識
の
ず
れ
を
痛
感
。
そ

し
て
、
金
大
中

キ
ム
デ
ジ
ュ
ン

氏
（
韓
国
前
大
統
領
）

が
訪
日
の
際
に
語
っ
た
「
わ
ず
か
５０

年
に
も
満
た
な
い
不
幸
な
歴
史
の
た

め
に
、
1
5
0
0
年
に
わ
た
る
交
流

と
協
力
の
歴
史
全
体
を
無
意
味
な
も

の
に
す
る
の
は
実
に
愚
か
な
こ
と
」

と
の
言
葉
に
、
西
さ
ん
は
感
銘
を
受

け
「
今
か
ら
は
、
日
韓
の
若
い
世
代

が
互
い
に
両
国
の
文
化
や
歴
史
を
理

解
し
、
学
ぶ
こ
と
が
必
要
」
と
考
え

ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
１０
月
半
ば
の

韓
国
へ
の
修
学
旅
行
で
、
西
さ
ん
は

交
流
会
で
知
り
合
っ
た
女
子
高
校
生

と
流
行
の
ア
ニ
メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
題
材
に
メ
ー
ル
交
換
し
、
生
の
韓

国
文
化
の
理
解
に
努
め
て
い
ま
す
。

好
き
な
言
葉
は
「
成
せ
ば
成
る
」。

目
標
に
向
か
う
途
中
で
挫く

じ

け
そ
う
な

と
き
、
こ
の
言
葉
を
自
分
に
言
い
聞

か
せ
パ
ワ
ー
を
与
え
て
も
ら
う
と
の

こ
と
。
西
さ
ん
は
、「
得
意
の
英
語

を
活
か
し
て
将
来
外
国
人
の
か
た
と

接
す
る
職
業
に
就
き
た
い
。」
と
夢

多
き
高
校
生

で
す
。

10月13日、14日の両日、すがすがしい青空のもと、

「2007勝山うまいもん祭」がかつやま恐竜の森芝生広場を会

場に開催され、2日間で2万5,000人の人出で賑わいました。

会場には、地場の野菜やいわなの塩焼き、里芋の煮っころが

しなど多くの「うまいもん」が所狭しと並び、来場者が舌鼓を

打っていました。また、そば横町では市内の手打ちそばグルー

プ3団体が軒を並べ、自慢の手打ちそばを実演販売し、昼頃に

は長い行列ができていました。

芝生広場には、シートを敷いてのんびりとくつろぐ家族連れ

も多く見られ、広場中央では、市内の園児による演技なども行

われました。

また今回からは、買い物をした際にもらえる補助券5枚で、

まつたけが当たる抽選会も開かれ、何度も抽選を受けるかたも

見られました。

多くのかたが足を止めて見入っていたそば打ちの実演

10月21日、教育会館でハロウィンパーティーが開

催され、70人の市内小中学生がアメリカの伝統行事を

楽しみました。

魔女や海賊などに仮装した子どもたちは、ハロウィン

の象徴とも言えるカボチャのちょうちん（ジャック・

オ・ランタン）づくりやお化け屋敷を体験し、お菓子を

持って現れたALT（外国人指導助手）に「トリックオ

アトリート（お菓子をくれないといたずらするぞ）」と

言い寄って、たくさんのお菓子をもらっていました。

今回参加した広瀬未来莉さん（成器南小4年）と岡崎

映子さん（成器南小4年）は「トリックオアトリートで

お菓子をいっぱいもらいました。ハロウィンパーティー

をするのは今日だけなのでとても楽しかったです。」と、

広瀬さんのおじいちゃんに作ってもらったという魔女の

衣装を着て、笑顔一杯に応えてくれました。

平
成
4
年
2
月
に
京
福
電
鉄
株
式
会
社

か
ら
「
勝
山
〜
東
古
市
」
間
と
永
平
寺
線

の
廃
線
申
し
入
れ
が
さ
れ
て
か
ら
、
沿
線

自
治
体
と
共
に
市
民
団
体
も
巻
き
込
ん
だ

存
続
運
動
が
活
発
化
し
ま
し
た
。
特
に
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
勝
山
市
で
は
存
続
運

動
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
平
成
8
年

に
「
京
福
電
車
存
続
対
策
勝
山
市
民
会
議
」

が
発
足
。
そ
し
て
署
名
を
基
に
し
た
陳
情

や
要
望
に
よ
り
、
行
政
支
援
に
よ
る
存
続

合
意
と
な
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の

発
足
や
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の

開
催
に
よ
り
公
共
交
通
機
関
を
守
ろ
う
と

の
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
京
福
電
車
の
二
度
に
わ
た

る
正
面
衝
突
事
故
に
よ
り
存
続
が
暗
礁

あ
ん
し
ょ
う

に

乗
り
上
げ
ま
し
た
が
、「
京
福
電
車
利
用

促
進
会
議
」
な
ど
の
沿
線
自
治
体
住
民
ら

の
熱
い
思
い
が
福
井
県
を
動
か
し
、
平
成

１５
年
１０
月
に
第
3
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
新
鉄

道
会
社
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
が
全
線
開
通

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
鉄
道
を
守
る
住
民
運
動
は

全
国
か
ら
注
目
を
受
け
、
そ
の
利
用
促
進

活
動
を
通
し
た
鉄
道
思
想
普
及
へ
の
貢
献

が
高
く
評
価
さ
れ
、「
勝
山
市
電
車
利
用

促
進
会
議
（
和
田
雅
弘
会
長
）」
に
対
し
、

そ
の
功
績
を
讃た

た

え
よ
う
と
１０
月
１６
日
に
名

古
屋
市
で
中
部
運
輸
局
よ
り
中
部
運
輸
局

長
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
鉄
道
を
守
る
運
動
に

中
部
運
輸
局
長
表
彰

勝
山
市
電
車
利
用
促
進
会
議

次々と手をのばしてお菓子をもらう子どもたち

賞状とトロフィーを手に
喜びの西さん

えちぜん鉄道全線開通1周年記念「利用促進決起集会」


